
令和 ７年 ４月 １５日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

課題点　　１　作業従事する利用者の寒暖差による体調管理

　　　　　２　早合点しない落ち着いた行動
　　　　　３　事故防止に繋げる各自の危険予測

連携した結果に対する意見または評価

　2　庭清掃・換気を含む空き家管理

利用者数　等　内容により7名～12名

地域連携活動のねらい　　地域への貢献、障害者への理解

地域にとってのメリット　住環境保全、美化保全
対象者にとってのメリット

活動場所　　北九州市～嘉麻市にある指定依頼された住宅

実施日程　　令和6年4月1日～令和7年3月31日

　　　　　　毎月2回～3回（各5日程度で10時～16時）
実施した生産活動・施設外就労の概要

　1　ゴミ屋敷と化した住宅内の片付け、及び清掃

　上：売却が決定したため宗像市の
　　　一軒家の片付けを実施。

　中：小倉南区のマンション売却に
　　　伴う片付を実施。

　下：空家管理として定期的に依頼
　　　されている嘉麻市の庭清掃。

　成年後見人として関与している方は認知症高齢者が多く、大半の家屋はゴミだらけ、庭は荒れ放題となっているのが現状で
す。地域の美化問題、害虫や異臭等による住環境問題が発生しやすく、年間を通して近隣からの苦情通報が入ります。また、
空家問題も同様に発生しています。即解決しなければならない案件が増えている中、定期的に対応して頂いている家屋も増え
続け非常に助かっています。昨年度に比べて、お願いする案件は更に増えてきました。

　1　仕事を進める手順を身に着ける

　2　作業の対価として収入を得られる

実施した結果　作業を完了した事による都度の達成感

得られた成果　地域住民からの感謝、及び苦情解決
　　　　　　　障害者の活動に対する地域からの理解

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 加藤丈雄司法書士事務所 担当者名 加藤　丈雄

今後の連携強化に向けた課題

　団塊の世代が後期高齢者となり、更に案件が増えてきています。よりスムーズな作業を進める上で、地域の理解と協力を得
る事が必須となるでしょう。関連各所との連絡を密に取り、作業の日程調整や回収車の配置、不測の事態への対応強化を進め
る必要を感じます。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 コローレ

住　所 福岡県中間市中央２－１３－２３

4016200190

曽我辺　勲

令和６年度電話番号 ０９３－２４４－８８６６
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